
『夏の世の夢』

千羽　折鶴

タテ書き小説ネット Byヒナプロジェクト

http://pdfnovels.net/



1

注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
『
夏
の
世
の
夢
』

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
８
５
４
Ｚ

【
作
者
名
】

　
千
羽
　
折
鶴

【
あ
ら
す
じ
】

　
こ
れ
は
戦
国
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
を
舞
台
に
し
た
、
Ｉ
Ｆ
の
物
語
。

鬼
と
呼
ば
れ
た
男
は
闇
に
堕
ち
た
姫
を
想
い
、
彼
女
の
為
に
生
き
た
い
と
願
っ

た
…
。

戦
国
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
異
聞
章
に
て
短
編
に
登
場
す
る
創
作
武
将
、
柴
田
勝
家
を

主
人
公
に

お
市
と
の
関
ヶ
原
を
舞
台
に
し
た
物
語
の
予
告
編
。
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（
前
書
き
）

連
載
予
定
の
予
告
編
。

長
政
様
×
お
市
様
の
純
愛
が
お
好
き
な
方
に
は
少
々
オ
ス
ス
メ
で
き
ま
せ
ん
。

作
者
は
お
二
人
の
純
愛
も
好
き
で
す
が
、
史
実
の
勝
家
様
と
お
市
様
の
関
係
も

好
き
な
の
で
・
・
・
。

出
来
れ
ば
感
想
も
お
待
ち
し
て
ま
す

気
長
に
の
ん
び
り
と
・
・
・
。
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語
る
べ
き
か
・
・
・
語
ら
ぬ
べ
き
か
・
・
・

私
は
思
い
悩
ん
だ
果
て
に
・
・
・
筆
を
取
ら
せ
て
頂
い
た
・
・
・
。

こ
の
手
紙
が
貴
方
様
が
見
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
・
・
・

貴
方
様
に
は
真
実
を
伝
え
る
べ
き
だ
と
拙
者
は
思
い
ま
し
て
、
こ
の
手
紙
を
内

密
に
お
届
け
し
ま
し
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

あ
の
方
は
主
家
を
失
い
、
地
位
も
名
誉
も
全
て
を
失
い

武
士
と
し
て
の
誇
り
さ
え
も
、
あ
の
方
は
捨
て
る
事
を
是
非
と
し
て
己
の
心
の

赴
く
ま
ま
に
生
き
ま
し
た
。

で
す
が
、
私
は
思
う
の
で
す
。

あ
の
方
は
愚
直
な
ま
で
に
真
っ
直
ぐ
で
、
己
の
心
に
狂
気
を
孕
み
つ
つ
あ
ろ
う

と
も
気
づ
か
ず

唯
、
た
だ
・
・
・
己
の
想
い
の
ま
ま
に
。

「
傍
に
居
た
い
。
」

ま
る
で
、
幼
子
が
愛
し
い
モ
ノ
を
思
う
か
の
様
に
、
あ
の
方
は
唯
・
・
・
姫
の

為
に
何
か
を
し
た
い
。

傍
に
居
た
い
、
守
り
た
い
、
慈
し
み
た
い
・
・
・
『
愛
さ
れ
た
い
』
・
・
・
。
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何
年
も
想
い
を
抱
き
、
影
な
が
ら
、
そ
の
笑
顔
を
守
り
た
い
と
思
い
続
け
た

あ
の
方
は
、
愚
か
で
す
。

愚
か
で
、
愚
か
で
・
・
・
大
馬
鹿
も
の
な
殿
で
し
た
が

私
は
、
あ
の
方
の
生
き
様
を
忘
れ
ら
れ
な
い
。

長
く
な
い
我
が
身
で
は
、
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
。

・
・
・
せ
め
て
、
私
だ
け
が
知
る
真
実
を
貴
方
だ
け
に
は
知
っ
て
く
だ
さ
い
。

あ
の
方
の
・
・
・
。

我
が
主
・
・
・
『
柴
田
勝
家
様
』
の
生
き
様
を
。

し
ば
た
か
つ
い
え

世
は
天
下
分
け
目
の
関
ヶ
原
。

さ
れ
ど
、
天
下
を
別
け
る
表
舞
台
と
は
別
に
も
う
一
つ
の
物
語
が
存
在
し
た
。

主
家
を
失
い
、
鬼
と
言
わ
れ
た
男
・
・
・
柴
田
勝
家
。

全
て
を
失
い
、
狂
い
闇
に
堕
ち
た
姫
・
・
お
市
。

二
人
は
再
会
し
・
・
・
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戦
国
最
後
の
戦
の
最
中
に
て
・
・
・
何
を
得
て
、
失
い
、
守
れ
た
の
か
？

「
あ
な
た
は
だ
ぁ
れ
？
」

「
貴
方
を
迎
え
に
来
ま
し
た
。
」

「
何
で
だ
よ
ッ
！
！
勝
家
の
兄
さ
ん
！
！
！
」

「
あ
ぁ
・
・
・
も
う
、
少
し
で
す
・
・
・
！
！
」

「
何
故
・
・
・
貴
方
は
そ
こ
ま
で
し
て
・
・
・
。
」

「
貴
様
は
・
・
・
我
ら
が
ッ
！
！
私
が
殺
す
！
！
！
！
」

「
止
め
る
事
な
ど
出
来
ま
せ
ぬ
。
」

「
勝
家
・
・
・
あ
り
が
と
う
。
」

「
市
は
・
・
・
勝
家
が
・
・
・
―
―
。
」
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「
俺
は
・
・
・
貴
女
を
！
ア
ナ
タ
を
必
ず
ッ
！
！
！
」

今
、
此
処
に
・
・
・
Ｉ
Ｆ
物
語
が
幕
を
開
け
る
。

表
と
は
別
に
巻
き
込
ま
れ
る
武
将
達

歪
み
を
持
つ
鬼
と
姫
の
結
末
は
い
か
に
・
・
・
。

果
た
し
て
、
二
人
の
想
い
の
行
方
は
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
―
―
―

『
夏
の
世
の
夢
』

そ
れ
は
・
・
・
夏
の
世
の
夢
の
様
に
・
・
・

一
瞬
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
そ
う
な
・
・
・
二
人
の
男
女
の
想
い
を
巡
る
物
語
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

『夏の世の夢』
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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